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社団法人日本テニス事業協会･千葉県テニス事業協会

第10回テニス産業セミナー
開催のご案内

◇開催の目的
２１世紀を目前に控えた我が国においては数年前から、「生活のゆとりと豊かさ」を重視した社会・経済構造

への転換が求められており、社会経済の全般にわたり国民生活サイド、ならびに、消費者サイドに立った検討
を行なう必要性が急務と思われます。

このような環境のもと、スポーツ産業は国民生活に大きな意義を占めつつあり、スポーツを通して『ゆとりと豊
かさ』を実現する、「モノ」、「場｣、｢サービス｣を提供するソフトインダストリー産業として、国民の多種多様化す
るニーズに的確に応え、且つ、常に新しい『 モノ・場・サービス 』を提供することによって生活大国へ向けて
の重要な役割を果たすことが期待されております。

その中でも、手軽で身近な国民スポーツとして地位を確立したテニスがスポーツ産業という分野の中で今後
大きく飛躍・発展をしていくためには、

①テニスというスポーツ享受のための基本条件の整備
②経営基盤の安定のための運営･管理面の改善
③環境･施設面をはじめとしたテニスを取りまく環境の改革
④施設におけるサービスの高度化、ソフトの充実、人材の確保･育成の手法
⑤消費者が求めるテニス施設像、イベント・サービス等のソフトの実態
⑥愛好者の育成と新規参入者の発掘

などをより現実的に調査・研究し、いままでのスポーツ施設業としてではなく、空間と時間とサービスを利用し
てハード・ソフトウェアを充実した形態に生まれ変わることが必要であると考えております。

社団法人日本テニス事業協会はテニス施設経営者の団体として、テニス業界関係者に対して『テニス産業
セミナー』という研鑽の場を通して動機付けを行なうことにより、業界関係者の資質向上と業界全体の発展を
目指し開催を続けております。

◇社団法人日本テニス事業協会の取り組み
事業そして産業としてのテニスの発展を図るため設立された社団法人日本テニス事業協会では、「テニス

産業セミナー」の名のもとに業界関係者の勉強会開催を重ね、スポーツ産業・ビジネスとしてのテニス業界の
活性化を推進してまいりました。

そのため、テニスクラブ・テニススクールにおける運営や管理の改善とともに、経営基盤の安定を図るため
の方策、また、お客様の多様なニーズに対応してゆくための従業員教育やサービスソフト・プログラムの開発、
地域との共存可能な施設管理の手法や消費者の要望に応えるべきリニューアル、加えて、行政や自治体との
連携などの業界関係者の現状の問題や解決策を見出し、講演や情報交換や事例紹介を行うことにより、業界
関係者の資質向上と業界全体の発展を目指したいと考えます。

今回の『第１０回テニス産業セミナー』では、目前に控えた２１紀社会に向けてのテニス産業の在り方や種々
の環境変化に適応しながら、なお一層の業界の発展を目指すことを主旨とした講演を多数盛り込んでおりま
す。

テニス業界の飛躍を考える良き場となると思っておりますので、是非ともご参加くださいますようご案内申し
あげます。
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社団法人日本テニス事業協会 第10回テニス産業セミナー要項書
●名 称 第 10 回テニス産業セミナー

●開催組織 共 催：社団法人日本テニス事業協会、千葉県テニス事業協会
(予定含む) 主 管：社団法人日本テニス事業協会研修委員会

後 援：通商産業省、社団法人スポーツ産業団体連合会
社団法人日本プロテニス協会

公 認：財団法人日本テニス協会
特別協賛：サントリー株式会社
協 賛：サントリーフーズ株式会社、（株）ダンロップスポーツ、他
運 営：第 10 回テニス産業セミナー実行委員会

●開催要項
■会 場：幕張メッセ 国際会議場 2 階 201 会議室

〒 261-0023 千葉県千葉市美浜区中瀬 2-1
TEL.043-296-0001 FAX.043-296-0529

■期 日：平成 11 年 2 月 8 日(月)

■時 間：セ ミ ナ ー 10:15 ～ 17:00
懇親パーティ 17:15 ～ 19:00

■構 成：1.講師による講演
1.懇親パーティ

■対 象：全国各地のテニス産業従事者及び業界関係者
1.クラブオーナー・マネージャー・コーチ・スタッフ
2.スクール代表・マネージャー・コーチ・スタッフ
3.テニス関連産業従事者
4.その他一般の方

■定 員：150 名（先着順にて締切）

■会 費：15,000 円（昼食・懇親パーティ費を含む）

■ポイント：財団法人日本体育協会公認テニス指導者の方（①スポーツ指導員、
②コーチ、③教師）は本セミナーおいて、JTA ならびに JPTA の研修 ポイントを 2

ポイント取得出来ますので、申込書に資格種類と登録№ をご記入下さい。
なお、JTA 登録者は当日、公認テニス指導者研修会実習活動実績証を

必ずご持参下さい。

■申込締切：平成 11 年 1 月 25 日(月)

■申 込 先：社団法人日本テニス事業協会 事務局
〒 160-0023 東京都新宿区西新宿 1-8-3 小田急明治生命ビルＢ１
TEL.03-3346-2007 FAX.03-3343-2047

■申込方法：所定の申込用紙に必要事項をご記入の上、上記申込先までご郵送又
は FAX にてご送付ください。なお、会費は締切日までに下記口座に お振り込

みをお願います。
【振込先口座】

銀 行 名：東京三菱銀行 新宿中央支店（店番 469）
口座番号：普通口座 Ｎｏ.1692712
口 座 名：テニス産業セミナー



- 4 -

時間 セミナー構成次第

9:45 ～ 10:15 受 付（国際会議場2階 201会議室前）

10:15 ～ 10:30 開 会 式

10:30 ～ 12:00 松本和那 氏（株式会社マツモトキヨシ代表取締役社長）
《総合講演》 演題：「不況に打ち勝つわが社の経営戦略」

1.「情報収集や考え方はグローバルに捉え、毎日の経営はローカルに徹す る」グローバ
ルとローカルの共存する『グローカル』思想で、地域密着型 の小さくても強い会社作
りを。
2 . 他店に比べ消費者との関係をどう強くするか。客に如何に抵抗感を与え
ないで商品を売るかの工夫が重要。今はもうトップダウンでものを売る時 代ではなく、こ
れからはミドルダウン、ミドルアップの時代。
3.日本の企業もこれからはキャッシュフロー、つまりすぐに動かせる現金が どれだけ
あるかで評価される時代。
〈政治家としての提言〉
・「住宅スペース倍増計画」で経済効果を上げ、住みよい街づくりを。

12:00 ～ 13:00 昼 食（会場にてご用意いたします）

13:00 ～ 14:20 安見拓也 氏（財団法人吉田記念テニス研修センター）
《講 演》 演題：「テニスを楽しみ続けていただくために」

楽しく、役に立つ安全なレッスンで会員を確保していくことが、テニスクラブ運営の最
も重要なポイントと考えます。顧客とのよい関係を維持するためには、一人一人を尊重
し、親切な対応で「継続」を図ると同時に、個人の自己管理能力を高めていく環境作り
も必要です。今回は、それらの礎となる利用者の健康維持と事故防止をテーマに、ス
ポーツの現場でできるシステムつくりについて具体策を交えながらお話をいただきま
す。

14:20 ～ 14:30 休 憩

14:30 ～ 16:00 松岡修造 氏（プロテニスプレーヤー）
《講 演》 演題：「夢･････“テニスの国”日本へ！」

皆様ご存じの松岡修造氏から、テニスとの出会い、そして選手として夢を達成する道の
りにおいてテニスから学んだ事、また現役を卒業したこれからの夢、今後の日本のテニ
ス環境についての提言などを同氏の豊富な経験からお話しいただきます。

16:00 ～ 16:10 休 憩

16:10 ～ 16:50 高橋牧人 氏【予定】（通商産業省生活産業局文化関連産業課長）
《講 演》 演題：「スポーツをめぐる環境の変化とテニス産業について」 余暇時間の増

加にともない、余暇に対する国民の意識や動機が変化するなか、価格破壊・規制緩和
・ 新 規 参 入 に よ る 競 争 の 激 化 や 情 報 通 信 技 術 の 活
用などすすみ、スポーツ産業やレジャー・余暇産業を取り巻く環境も大きく
変化しつつあります。今後のテニス業界が種々の課題に機動的・弾力的に取り組むに姿
勢ついてをお話しをいただきます。

16:50 ～ 17:00 閉 会 式

17:15 ～ 19:00 懇親パーティ（会場を301号室に移し催します）

※問い合わせ等は(社)日本テニス事業協会事務局までお願いいたします。


